
担

当

課

（

室

）

目

次

発

行

岡

山

県

定

重

要

無

形

文

化

財

の

保

持

者

の

認

定

の

解

除

【

公

安

委

員

会

】

担

当

課

（

室

）

○

猟

銃

等

講

習

会

の

開

催

生

活

安

全

企

画

課

目

次

○

年

少

射

撃

資

格

講

習

会

の

開

催

〃

【

告

示

】

○

指

定

居

宅

サ

ー

ビ

ス

等

の

事

業

の

廃

止

長

寿

社

会

課

○

保

安

林

の

指

定

施

業

要

件

の

変

更

予

定

治

山

課

○

道

路

の

区

域

変

更

道

路

整

備

課

○

道

路

の

供

用

開

始

〃

【

公

告

】

○

未

利

用

県

有

地

売

払

い

の

実

施

財

産

活

用

課

○

特

定

非

営

利

活

動

法

人

の

設

立

認

証

の

申

請

県

民

生

活

交

通

課

○

県

営

土

地

改

良

事

業

の

工

事

完

了

耕

地

課

○

公

共

測

量

の

実

施

監

理

課

○

都

市

計

画

の

変

更

案

の

縦

覧

都

市

計

画

課

○

〃

〃

○

〃

〃

○

〃

〃

○

開

発

許

可

を

受

け

た

開

発

行

為

に

関

す

る

工

事

建

築

指

導

課

の

完

了

○

〃

〃

○

〃

〃

○

一

般

競

争

入

札

の

実

施

警

察

本

部

会

計

課

【

教

育

委

員

会

】

○

岡

山

県

文

化

財

保

護

条

例

に

基

づ

く

岡

山

県

指

教

育

委

員

会

岡

山

県

公

報

平成２９年１１月１７日 第１１９４１号



◎
岡
山
県
告
示
第
五
百
四
十
六
号

介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
七
十
五
条
第
二
項
及
び
第
百
十
五
条
の
五
第
二

項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
及
び
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業

を
廃
止
す
る
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
九
年
十
一
月
十
七
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

１

名
称

ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
勝
福

２

所
在
地

岡
山
県
津
山
市
日
上
字
沖
ヶ
原
一
六
七
五

五
－

二

事
業
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

１

名
称

株
式
会
社
勝
北

２

所
在
地

岡
山
県
津
山
市
安
井
六
七
三
番
地

三

廃
止
年
月
日

平
成
二
十
九
年
十
一
月
三
十
日

四

介
護
保
険
事
業
所
番
号

三
三
七
〇
三
〇
二
二
一
二

五

サ
ー
ビ
ス
の
種
類

訪
問
介
護

介
護
予
防
訪
問
介
護

平成２９年１１月１７日　岡山県公報　第１１９４１号



◎
岡
山
県
告
示
第
五
百
四
十
七
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
農
林
水
産
大
臣
か
ら
次
の
と
お
り
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る

予
定
で
あ
る
旨
の
通
知
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
九
年
十
一
月
十
七
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
予
定
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

津
山
市
大
篠
字
南
峪
三
二
七
三
、
字
鐘
突
三
二
七
四
の
二
、
字
西
ケ
瀧
三
二
八
二
の
二
、
字
ダ
ケ

ガ
谷
三
二
八
三
の
二
、
字
洞
ノ
頭
三
二
八
七
の
二
、
三
二
八
七
の
三
、
字
大
平
三
二
八
八
の
一
か
ら

三
二
八
八
の
四
ま
で
、
字
大
杖
三
二
八
九
、
字
池
ノ
久
保
三
二
九
〇
、
字
牛
ケ
首
三
二
九
一
の
二
、

、

、

、

、

字
内
ケ
瀧
三
二
九
二
の
二

字
登
リ
尾
三
二
九
三

字
奥
菅
谷
三
二
九
四

字
ク
ル
ミ
﨏
三
六
四
八

字
小
高
下
三
六
五
六
、
字
柳
谷
三
六
六
一
、
字
弥
平
治
三
六
六
八
の
二
、
字
荒
堀
三
六
七
三
の
一
、

、

、

、

、

三
六
七
三
の
二

字
隠
谷
三
六
八
〇
の
三

字
下
リ
芽
三
六
九
八
の
三

字
西
ケ
坊
三
七
〇
三
の
一

、

、

、

、

、

三
七
〇
三
の
二

字
市
小
谷
三
七
一
九
の
一

三
七
一
九
の
三

三
七
一
九
の
五

三
七
一
九
の
八

字
穴
谷
三
七
二
〇
の
一
、
三
七
二
〇
の
三
か
ら
三
七
二
〇
の
五
ま
で
、
字
天
宮
寺
三
七
二
一
の
一
、

三
七
二
一
の
四
、
三
七
二
一
の
八
、
三
七
二
一
の
九
、
字
中
ノ
﨏
三
七
二
三
の
一
、
字
雨
乞
岩
三
七

二
四
の
一
、
三
七
二
四
の
二
、
字
ス
ベ
リ
谷
三
七
二
五
の
二
、
三
七
二
五
の
三
、
字
西
ケ
仙
三
七
二

六
の
三

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

水
源
の
涵
養

か
ん

三

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

１

立
木
の
伐
採
の
方
法

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

（１）

字
西
ケ
坊
三
七
〇
三
の
一
、
字
中
ノ
﨏
三
七
二
三
の
一
、
字
雨
乞
岩
三
七
二
四
の
一
、
字
ス

ベ
リ
谷
三
七
二
五
の
二

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐
採
種
を
定
め
な
い
。

（２）

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

（３）
市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（４）
２

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種
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次
の
と
お
り
と
す
る
。

（

次
の
と
お
り
」
は
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
岡
山
県
庁
及
び
津
山
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦

「

覧
に
供
す
る

）
。

平成２９年１１月１７日　岡山県公報　第１１９４１号



◎
岡
山
県
告
示
第
五
百
四
十
八
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
道
路
の
区
域
を

次
の
と
お
り
変
更
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
岡
山
県
土
木
部
道
路
整
備
課
に
お
い
て
告
示
の
日
か
ら
二
十
日
間
一
般
の
縦
覧

に
供
す
る
。

平
成
二
十
九
年
十
一
月
十
七
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

道
路
の
種
類

県
道

二

路

線

名

久
米
建
部
線

三

道
路
の
区
域

新
旧

幅

員

延

長

区

域

別

（
メ
ー
ト
ル
）

（
メ
ー
ト
ル
）

三
・
四
～

津
山
市
宮
尾
字
中
須
賀
一
二
四
八
番
二
地
先
か

ら

六
五
四
・
五

四
一
・
四

津
山
市
宮
尾
字
浜
一
二
番
一
地
先
ま
で

新

一
〇
・
〇
～

津
山
市
宮
尾
字
中
須
賀
一
二
五
六
番
五
地
先
か

ら

五
〇
一
・
六

四
一
・
四

津
山
市
宮
尾
字
浜
一
二
番
一
地
先
ま
で

三
・
四
～

津
山
市
宮
尾
字
中
須
賀
一
二
四
八
番
二
地
先
か

ら

旧

六
五
四
・
五

一
七
・
四

津
山
市
宮
尾
字
浜
一
二
番
一
地
先
ま
で

一

道
路
の
種
類

県
道

二

路

線

名

下
御
領
井
原
線

三

道
路
の
区
域
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新
旧

幅

員

延

長

区

域

別

（
メ
ー
ト
ル
）

（
メ
ー
ト
ル
）

井
原
市
大
江
町
字
中
田
二
三
五
一
番
一
地
先
か

新

一
二
二
・
〇

ら

一
〇
・
八
～

井
原
市
大
江
町
字
下
り
二
一
二
二
番
一
地
先
ま

二
一
・
八

で井
原
市
大
江
町
字
中
田
二
三
五
一
番
一
地
先
か

旧

一
二
二
・
〇

ら

九
・
六
～

井
原
市
大
江
町
字
下
り
二
一
二
二
番
一
地
先
ま

二
一
・
八

で

一

道
路
の
種
類

県
道

二

路

線

名

大
島
中
新
庄
線

三

道
路
の
区
域

新
旧

幅

員

延

長

区

域

別

（
メ
ー
ト
ル
）

（
メ
ー
ト
ル
）

笠
岡
市
西
大
島
字
宗
国
一
四
七
七
番
一
地
先
か

四
三
四
・
〇

ら

四
・
四
～

浅
口
郡
里
庄
町
大
字
浜
中
字
大
山
一
三
二
二
番

二
一
・
五

三
二
地
先
ま
で

笠
岡
市
西
大
島
字
宗
国
一
四
七
七
番
一
地
先
か

新

ら

三
四
〇
・
〇

笠
岡
市
西
大
島
字
宗
国
一
一
八
二
番
一
地
先
を

八
・
一
～
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経
て

四
〇
・
七

浅
口
郡
里
庄
町
大
字
浜
中
字
大
山
一
三
二
二
番

三
二
地
先
ま
で

笠
岡
市
西
大
島
字
宗
国
一
四
七
七
番
一
地
先
か

旧

四
三
四
・
〇

ら

四
・
四
～

浅
口
郡
里
庄
町
大
字
浜
中
字
大
山
一
三
二
二
番

二
一
・
五

三
二
地
先
ま
で
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◎
岡
山
県
告
示
第
五
百
四
十
九
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
道
路
の
供
用
を

次
の
と
お
り
開
始
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
岡
山
県
土
木
部
道
路
整
備
課
に
お
い
て
告
示
の
日
か
ら
二
十
日
間
一
般
の
縦
覧

に
供
す
る
。

平
成
二
十
九
年
十
一
月
十
七
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

道
路
の

供

用

開

始

路

線

名

区

間

種

類

年

月

日

県
道

下
御
領
井
原

井
原
市
大
江
町
字
中
田
二
三
五
一
番
一
地
先
か
ら

平
成
二
十
九

線

井
原
市
大
江
町
字
下
り
二
一
二
二
番
一
地
先
ま
で

年
十
一
月
十

七
日

大
島
中
新
庄

笠
岡
市
西
大
島
字
宗
国
一
四
七
七
番
一
地
先
か
ら

線

笠
岡
市
西
大
島
字
宗
国
一
一
八
二
番
一
地
先
を
経
て

浅
口
郡
里
庄
町
大
字
浜
中
字
大
山
一
三
二
二
番
三
二

地
先
ま
で
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〔
四
八
五
〕
次
の
と
お
り
未
利
用
県
有
地
の
売
払
い
を
実
施
す
る
。

平
成
二
十
九
年
十
一
月
十
七
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

物
件
の
概
要

所

在

地
目
又
は
構
造

受
付
期
限

面
積
（
平
方
メ
ー

予
定
価
格
（
最
低

ト
ル
）

売
払
価
格
）

土
地

宅
地
、
雑
種
地

二
七
七
・
〇
四

三
、
〇
八
〇
、
〇

平
成
三
十
年
七

津
山
市
総
社
字

〇
〇
円

月

三

十

一

日

大
根
山
五
三
一

（
火
）

番
、
五
三
一
番

二土
地

宅
地

三
、
六
二
三
・
三

四
二
、
〇
八
五
、

平
成
三
十
年
七

備
前
市
東
片
上

八

〇
〇
〇
円

月

三

十

一

日

字
米
当
田
二
一

（
火
）

三
番
一

建
物

鉄
筋
コ
ン
ク
リ

八
九
六
・
四
二

備
前
市
東
片
上

ー
ト
造
三
階
建

字
米
当
田
二
一

三
番
地
一

鉄
筋
コ
ン
ク
リ

一
〇
五
・
〇
〇

ー
ト
造
平
家
建

コ
ン
ク
リ
ー
ト

二
五
・
二
〇

ブ
ロ
ッ
ク
造
平

家
建

コ
ン
ク
リ
ー
ト

一
〇
・
〇
〇

ブ
ロ
ッ
ク
造
平

家
建
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鉄
骨
造
平
家
建

二
五
・
〇
〇

土
地

宅
地

二
九
五
・
五
九

一
、
四
八
七
、
〇

平
成
三
十
年
七

備
前
市
東
片
上

〇
〇
円

月

三

十

一

日

字
天
神
三
八
九

（
火
）

番
二

土
地

原
野

二
、
四
九
五
・
三

九
、
九
八
〇
、
〇

平
成
三
十
年
七

真
庭
市
田
羽
根

九

〇
〇
円

月

三

十

一

日

字
柳
原
五
二
九

（
火
）

番
一
二

土
地

宅
地

三
八
三
・
二
二

二
、
〇
〇
九
、
五

平
成
三
十
年
七

苫
田
郡
鏡
野
町

〇
〇
円

月

三

十

一

日

塚
谷
字
一
本
松

（
火
）

六
一
二
番
一
二

土
地

宅
地

五
二
九
・
四
六

三
、
〇
五
〇
、
九

平
成
三
十
年
七

苫
田
郡
鏡
野
町

〇
〇
円

月

三

十

一

日

塚
谷
字
一
本
松

（
火
）

六
一
二
番
一
四

土
地

宅
地

五
〇
九
・
〇
九

二
、
九
三
三
、
五

平
成
三
十
年
七

苫
田
郡
鏡
野
町

〇
〇
円

月

三

十

一

日

塚
谷
字
一
本
松

（
火
）

六
一
二
番
一
五

土
地

宅
地

四
九
四
・
〇
一

二
、
八
四
六
、
六

平
成
三
十
年
七

苫
田
郡
鏡
野
町

〇
〇
円

月

三

十

一

日

塚
谷
字
一
本
松

（
火
）

六
一
二
番
一
七
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土
地

宅
地

五
八
八
・
〇
六

三
、
四
五
六
、
四

平
成
三
十
年
七

苫
田
郡
鏡
野
町

〇
〇
円

月

三

十

一

日

塚
谷
字
一
本
松

（
火
）

六
一
二
番
一
九

土
地

宅
地

五
七
七
・
〇
五

三
、
三
二
五
、
二

平
成
三
十
年
七

苫
田
郡
鏡
野
町

〇
〇
円

月

三

十

一

日

塚
谷
字
一
本
松

（
火
）

六
一
二
番
二
〇

土
地

宅
地

五
九
〇
・
一
七

三
、
四
三
四
、
八

平
成
三
十
年
七

苫
田
郡
鏡
野
町

〇
〇
円

月

三

十

一

日

塚
谷
字
一
本
松

（
火
）

六
一
二
番
二
二

土
地

宅
地

四
八
八
・
二
九

二
、
七
二
九
、
三

平
成
三
十
年
七

苫
田
郡
鏡
野
町

〇
〇
円

月

三

十

一

日

塚
谷
字
一
本
松

（
火
）

六
一
二
番
二
三

土
地

宅
地

四
九
五
・
一
〇

二
、
八
五
三
、
〇

平
成
三
十
年
七

苫
田
郡
鏡
野
町

〇
〇
円

月

三

十

一

日

塚
谷
字
一
本
松

（
火
）

六
一
二
番
二
六

土
地

宅
地
、
雑
種
地

五
七
九
・
〇
〇

二
、
〇
〇
一
、
八

平
成
三
十
年
七

苫
田
郡
鏡
野
町

〇
〇
円

月

三

十

一

日

塚
谷
字
一
本
松

（
火
）

七

四

〇

番

一

五
、
七
四
〇
番

一
七
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二

申
込
み
の
資
格

日
本
国
内
に
住
所
、
事
務
所
又
は
事
業
所
を
有
す
る
個
人
又
は
法
人
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
次

に
掲
げ
る
者
を
除
く
。

１

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
三
十
八
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す

る
者

２

地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
六
十
七
条
の
四
第
一
項
に
規
定

す
る
者

３

知
事
が
地
方
自
治
法
施
行
令
第
百
六
十
七
条
の
四
第
二
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
認

め
た
者
で
あ
っ
て
、
そ
の
認
め
た
時
か
ら
三
年
を
経
過
し
な
い
も
の

４

申
込
者
又
は
そ
の
役
員
が
岡
山
県
暴
力
団
排
除
条
例
（
平
成
二
十
二
年
岡
山
県
条
例
第
五
十
七

号

第
二
条
第
一
号
に
規
定
す
る
暴
力
団
又
は
同
条
第
三
号
に
規
定
す
る
暴
力
団
員
等

以
下

暴

）

（

「

力
団
等
」
と
い
う

）
で
あ
る
者

。

５

申
込
者
又
は
そ
の
役
員
が
暴
力
団
等
の
統
制
下
に
あ
る
者

６

申
込
者
又
は
そ
の
役
員
が
暴
力
団
等
と
社
会
的
に
非
難
さ
れ
る
べ
き
関
係
を
有
し
て
い
る
者

７

申
込
者
又
は
そ
の
役
員
が
岡
山
県
建
設
工
事
等
暴
力
団
対
策
会
議
運
営
要
領
別
表
一
に
掲
げ
る

措
置
事
由
に
該
当
す
る
と
認
め
ら
れ
る
者

８

そ
の
他
知
事
が
不
適
当
と
認
め
る
者

三

用
途
制
限

１

売
払
い
物
件
に
つ
い
て
は
、
売
買
契
約
書
に
、
次
に
掲
げ
る
用
途
に
使
用
す
る
こ
と
を
制
限
す

る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の
用
途
に
使
用
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
第
三
者
へ
転
売
し
、
又
は
貸
し
付
け

る
こ
と
を
禁
止
す
る
旨
の
条
件
を
付
す
。

岡
山
県
暴
力
団
排
除
条
例
第
二
条
第
四
号
に
規
定
す
る
暴
力
団
事
務
所
そ
の
他
こ
れ
に
類
す

(1)
る
施
設
の
用
に
供
す
る
こ
と
。

契
約
の
締
結
の
日
か
ら
五
年
間
、
風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務
の
適
正
化
等
に
関
す
る
法

(2)
律
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
二
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
風
俗
営
業
、
同
条
第

五
項
に
規
定
す
る
性
風
俗
関
連
特
殊
営
業
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
業
の
用
に
供
す
る
こ
と
。

２

苫
田
郡
鏡
野
町
塚
谷
の
売
払
い
物
件
に
つ
い
て
は
、
売
買
契
約
書
に
、
住
宅
の
敷
地
の
用
途
に

使
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
旨
の
条
件
を
付
す
。

四

申
込
方
法
及
び
留
意
事
項
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１

県
有
財
産
買
受
申
出
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
２
の
印
鑑
登
録
証
明
書
又
は
印
鑑
証
明
書

、

。

に
係
る
印
鑑
を
押
印
し

一
の
受
付
期
限
ま
で
に
岡
山
県
総
務
部
財
産
活
用
課
に
提
出
す
る
こ
と

２

添
付
書
類

次
に
よ
り
発
行
日
か
ら
三
月
以
内
の
証
明
書
を
添
付
す
る
こ
と
。

個
人
の
場
合

印
鑑
登
録
証
明
書

一
通

(1)

住
民
票
の
写
し

一
通

誓
約
書

一
通

法
人
の
場
合

現
在
事
項
全
部
証
明
書

一
通

(2)

印
鑑
証
明
書

一
通

役
員
名
簿

一
通

誓
約
書

一
通

３

原
則
と
し
て
、
先
着
順
の
売
払
い
と
な
る
こ
と
。
た
だ
し
、
同
日
に
複
数
の
申
込
み
が
あ
る
場

合
は
、
抽
選
に
よ
り
申
込
順
位
を
決
定
す
る
。

４

電
話
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
又
は
電
子
メ
ー
ル
で
の
申
込
み
は
で
き
な
い
こ
と
。

５

現
状
で
の
引
渡
し
に
な
る
の
で
、
必
ず
物
件
の
下
見
と
現
状
の
確
認
を
行
っ
た
上
で
申
し
込
む

こ
と
。

五

申
込
資
格
の
確
認

１

申
込
資
格
を
審
査
し
、
申
込
資
格
が
あ
る
と
認
め
た
者
に
対
し
て
は
、
県
有
財
産
買
受
申
出
受

、

。

付
確
認
書
に
よ
り

県
有
財
産
買
受
申
出
書
の
提
出
日
か
ら
起
算
し
て
十
五
日
以
内
に
通
知
す
る

２

申
込
資
格
を
審
査
し
、
申
込
資
格
が
な
い
と
認
め
た
者
に
対
し
て
は
、
県
有
財
産
買
受
申
出
不

適
合
通
知
書
に
よ
り
、
県
有
財
産
買
受
申
出
書
の
提
出
日
か
ら
起
算
し
て
十
五
日
以
内
に
通
知
す

る
。

３

申
込
資
格
の
審
査
中
に
他
の
者
か
ら
の
申
込
み
が
あ
っ
た
場
合
は
、
申
込
順
位
が
次
順
位
以
降

の
者
に
対
し
て
、
速
や
か
に
当
該
申
込
順
位
等
を
記
載
し
た
連
絡
票
に
よ
り
通
知
し
、
申
込
順
位

が
先
順
位
の
者
が
契
約
を
締
結
し
た
場
合
は
、
申
込
順
位
が
次
順
位
以
降
の
者
に
対
し
て
、
県
有

財
産
買
受
申
出
不
受
理
通
知
書
に
よ
り
通
知
す
る
。

４

申
込
順
位
が
先
順
位
の
者
が
申
込
資
格
が
な
い
と
認
め
ら
れ
た
場
合
又
は
県
有
財
産
買
受
申
出

受
付
確
認
書
に
記
載
さ
れ
た
日
ま
で
に
契
約
を
締
結
し
な
か
っ
た
場
合
は
、
申
込
順
位
が
次
順
位

の
者
に
つ
い
て
申
込
資
格
を
審
査
し
、
審
査
を
開
始
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
十
五
日
以
内
に
県
有

財
産
買
受
申
出
受
付
確
認
書
又
は
県
有
財
産
買
受
申
出
不
適
合
通
知
書
に
よ
り
通
知
す
る
。
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六

契
約
の
締
結

県
有
財
産
買
受
申
出
受
付
確
認
書
を
受
理
し
た
者
は
、
同
確
認
書
に
記
載
さ
れ
た
日
ま
で
に
契
約

を
締
結
す
る
こ
と
。
な
お
、
契
約
の
締
結
の
際
、
契
約
金
額
の
十
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
に
相
当
す
る
額

の
契
約
保
証
金
を
納
付
す
る
こ
と
。
ま
た
、
同
確
認
書
を
受
理
し
た
者
が
、
契
約
を
締
結
し
な
い
場

合
は
、
申
込
順
位
が
次
順
位
の
者
の
申
込
資
格
を
審
査
し
、
申
込
資
格
が
あ
る
と
認
め
た
場
合
は
、

そ
の
者
と
契
約
を
締
結
す
る
。

七

売
買
代
金
の
納
入

（

。

。
）

売
買
代
金

契
約
金
額
か
ら
六
の
契
約
保
証
金
の
額
を
差
し
引
い
た
金
額
を
い
う

以
下
同
じ

、

。

、

は

原
則
と
し
て
契
約
の
締
結
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
二
十
日
以
内
に
納
入
す
る
こ
と

な
お

納
入
期
限
ま
で
に
売
買
代
金
が
完
納
さ
れ
な
い
と
き
は
契
約
を
解
除
し
、
六
の
契
約
保
証
金
は
、
県

に
帰
属
さ
せ
る
。

八

問
い
合
わ
せ
先

〒
七
〇
〇

八
五
七
〇

岡
山
市
北
区
内
山
下
二
丁
目
四
番
六
号

－

岡
山
県
総
務
部
財
産
活
用
課
（
電
話
〇
八
六

二
二
六

七
二
三
五
）

－
－
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〔
四
八
六
〕
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

次
の
と
お
り
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
設
立
認
証
の
申
請
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
九
年
十
一
月
十
七
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

申
請
の
あ
っ
た
年
月
日

平
成
二
十
九
年
十
一
月
九
日

二

申
請
に
係
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
名
称

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
美
作
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

三

代
表
者
の
氏
名

堂

良
行

四

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

美
作
市
三
倉
田
四
七
二
番
地
一

五

定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的

こ
の
法
人
は
、
現
在
高
齢
化
社
会
を
迎
え
て
い
る
「
高
齢
者
・
要
介
護
認
定
の
老
人
」
へ
の
施
策

と
し
て
、
自
宅
清
掃
・
空
き
家
の
清
掃
管
理
・
周
辺
整
備
・
農
業
従
事
者
へ
の
交
流
・
支
援
、
荒
廃

地
の
環
境
整
備
等
・
維
持
管
理
・
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
等
の
振
興
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
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〔
四
八
七
〕
県
営
土
地
改
良
事
業
の
施
行
に
伴
う
工
事
が
完
了
し
た
。

平
成
二
十
九
年
十
一
月
十
七
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

地

区

名

工

種

完
了
年
月
日

阿

新

農

道

二
六
・

二
・
二
八

川

上

農

道

整

備

二
六
・

三
・
三
一

平成２９年１１月１７日　岡山県公報　第１１９４１号



〔
四
八
八
〕
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
国
土
交
通
省
中
国
地
方
整
備
局
岡
山
河
川
事
務
所
長
か
ら
次
の
と

お
り
公
共
測
量
を
実
施
す
る
旨
の
通
知
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
九
年
十
一
月
十
七
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

測

量

区

域

測

量

の

種

類

測

量

期

間

旭
川
及
び
百
間
川

航
空
レ
ー
ザ
測
量

平
成
二
十
九
年
十
一
月
一
日
か
ら

平
成
三
十
年
二
月
二
十
八
日
ま
で
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〔
四
八
九
〕
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る

同
法
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
岡
山
県
南
広
域
都
市
計
画
区
域
の
区
域
区
分
を
変
更
す
る
た

め
、
当
該
都
市
計
画
の
変
更
案
を
次
の
と
お
り
公
衆
の
縦
覧
に
供
す
る
。

な
お
、
当
該
案
に
つ
い
て
は
、
縦
覧
期
間
満
了
の
日
ま
で
に
岡
山
県
知
事
に
意
見
書
を
提
出
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

平
成
二
十
九
年
十
一
月
十
七
日

岡
山
県

代
表
者

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

都
市
計
画
の
種
類

岡
山
県
南
広
域
都
市
計
画
区
域
の
区
域
区
分

二

都
市
計
画
を
変
更
す
る
土
地
の
区
域

岡
山
県
南
広
域
都
市
計
画
区
域

三

都
市
計
画
の
変
更
案
の
縦
覧
場
所

岡
山
県
土
木
部
都
市
局
都
市
計
画
課
、
岡
山
市
都
市
整
備
局
都
市
計
画
課
、
倉
敷
市
建
設
局
都
市

計
画
部
都
市
計
画
課
、
玉
野
市
建
設
部
都
市
計
画
課
、
総
社
市
建
設
部
都
市
計
画
課
、
赤
磐
市
建
設

事
業
部
都
市
計
画
課
、
浅
口
市
産
業
建
設
部
ま
ち
づ
く
り
課
及
び
早
島
町
建
設
農
林
課

四

縦
覧
期
間

平
成
二
十
九
年
十
二
月
八
日
か
ら
同
月
二
十
二
日
ま
で
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〔
四
九
〇
〕
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る

同
法
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
岡
山
県
南
広
域
都
市
計
画
区
域
の
臨
港
地
区
を
変
更
す
る
た

め
、
当
該
都
市
計
画
の
変
更
案
を
次
の
と
お
り
公
衆
の
縦
覧
に
供
す
る
。

な
お
、
当
該
案
に
つ
い
て
は
、
縦
覧
期
間
満
了
の
日
ま
で
に
岡
山
県
知
事
に
意
見
書
を
提
出
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

平
成
二
十
九
年
十
一
月
十
七
日

岡
山
県

代
表
者

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

都
市
計
画
の
種
類

岡
山
県
南
広
域
都
市
計
画
区
域
の
臨
港
地
区

二

都
市
計
画
を
変
更
す
る
土
地
の
区
域

倉
敷
市
玉
島
乙
島
の
一
部

三

都
市
計
画
の
変
更
案
の
縦
覧
場
所

岡
山
県
土
木
部
都
市
局
都
市
計
画
課
及
び
倉
敷
市
建
設
局
都
市
計
画
部
都
市
計
画
課

四

縦
覧
期
間

平
成
二
十
九
年
十
二
月
八
日
か
ら
同
月
二
十
二
日
ま
で
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〔
四
九
一
〕
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る

同
法
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
岡
山
県
南
広
域
都
市
計
画
道
路
を
変
更
す
る
た
め
、
当
該
都
市

計
画
の
変
更
案
を
次
の
と
お
り
公
衆
の
縦
覧
に
供
す
る
。

な
お
、
当
該
案
に
つ
い
て
は
、
縦
覧
期
間
満
了
の
日
ま
で
に
岡
山
県
知
事
に
意
見
書
を
提
出
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

平
成
二
十
九
年
十
一
月
十
七
日

岡
山
県

代
表
者

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

都
市
計
画
の
種
類

岡
山
県
南
広
域
都
市
計
画
道
路

二

都
市
計
画
を
変
更
す
る
土
地
の
区
域

総
社
市
長
良
、
窪
木
、
南
溝
手
、
北
溝
手
、
金
井
戸
及
び
総
社
の
一
部

三

都
市
計
画
の
変
更
案
の
縦
覧
場
所

岡
山
県
土
木
部
都
市
局
都
市
計
画
課
及
び
総
社
市
建
設
部
都
市
計
画
課

四

縦
覧
期
間

平
成
二
十
九
年
十
二
月
八
日
か
ら
同
月
二
十
二
日
ま
で
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〔
四
九
二
〕
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る

同
法
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
津
山
広
域
都
市
計
画
道
路
を
変
更
す
る
た
め
、
当
該
都
市
計
画

の
変
更
案
を
次
の
と
お
り
公
衆
の
縦
覧
に
供
す
る
。

な
お
、
当
該
案
に
つ
い
て
は
、
縦
覧
期
間
満
了
の
日
ま
で
に
岡
山
県
知
事
に
意
見
書
を
提
出
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

平
成
二
十
九
年
十
一
月
十
七
日

岡
山
県

代
表
者

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

都
市
計
画
の
種
類

津
山
広
域
都
市
計
画
道
路

二

都
市
計
画
を
変
更
す
る
土
地
の
区
域

津
山
市
二
宮
地
内

三

都
市
計
画
の
変
更
案
の
縦
覧
場
所

岡
山
県
土
木
部
都
市
局
都
市
計
画
課
及
び
津
山
市
都
市
建
設
部
都
市
計
画
課

四

縦
覧
期
間

平
成
二
十
九
年
十
二
月
八
日
か
ら
同
月
二
十
二
日
ま
で
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〔
四
九
三
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ

る
開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。

平
成
二
十
九
年
十
一
月
十
七
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

総
社
市
福
井
字
重
安
一
二
〇

八
、
一
二
〇

九

－
－

二

許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

岡
山
市
南
区
当
新
田
四
八
二

二
Ｂ

三
〇
二

－
－

德
田

研
一

三

許
可
番
号

岡
山
県
指
令
建
指
第
一
七
〇
号
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〔
四
九
四
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ

る
開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。

平
成
二
十
九
年
十
一
月
十
七
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

総
社
市
清
音
軽
部
字
上
新
田
七
一
〇

一
一

－

二

許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

総
社
市
清
音
軽
部
二
三
〇

坪
井

敬
介

坪
井

菜
摘

三

許
可
番
号

岡
山
県
指
令
建
指
第
一
八
八
号
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〔
四
九
五
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ

る
開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。

平
成
二
十
九
年
十
一
月
十
七
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

総
社
市
総
社
字
新
田
後
一
六
二
二

二
八
、
一
六
二
二

三
〇

－
－

二

許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

総
社
市
井
尻
野
七
九
三

一
マ
ー
ヴ
ェ
ラ
ス
Ａ
一
〇
五

－

池
田

貴
之

池
田

博
美

三

許
可
番
号

岡
山
県
指
令
建
指
第
二
〇
七
号
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四
九
六

政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て

次
の
と
お
り
一
般
競
争
入

〔
〕

、

。

札
を
実
施
す
る

平
成
二
十
九
年
十
一
月
十
七
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

１
調
達
内
容

(
1
)
借
入
件
名
及
び
数
量

Ｐ
Ｉ
Ｔ
キ
ー

1
,
8
0
0
式

(
2
)
借
入
物
件
の
特
質
等

入
札
説
明
書
及
び
Ｐ
Ｉ
Ｔ
キ
ー
賃
貸
借
仕
様
書
（
以
下
「
仕
様
書
」
と
い
う
）
に
よ
る
。

。

(
3
)
借
入
期
間

平
成
3
0
年
３
月
１
日
か
ら
平
成
3
5
年
２
月
2
8
日
ま
で

(
4
)
借
入
場
所

入
札
説
明
書
に
よ
る
。

(
5
)
入
札
方
法

入
札
金
額
は
，
全
て
の
借
入
物
件
の
本
体
価
格
の
ほ
か
，
輸
送
費
及
び
仕
様
書
に
記
載
す
る
作

業
等
に
要
す
る
一
切
の
諸
経
費
を
含
め
た
額
と
し
，
１
月
当
た
り
の
単
価
（
本
件
借
入
れ
に
係
る

物
件
を
５
年
間
借
り
受
け
る
も
の
と
し
て
算
定
し
た
リ
ー
ス
料
総
額
の
6
0
分
の
１
に
相
当
す
る

額
）
を
記
載
す
る
こ
と
。
な
お
，
落
札
決
定
に
当
た
っ
て
は
，
入
札
書
に
記
載
さ
れ
た
金
額
に
当

該
金
額
の
1
0
0
分
の
８
に
相
当
す
る
額
を
加
算
し
た
金
額
（
当
該
金
額
に
１
円
未
満
の
端
数
が
あ

，
。
）

，
る
と
き
は

そ
の
端
数
金
額
を
切
り
捨
て
る
も
の
と
す
る

を
も
っ
て
落
札
価
格
と
す
る
の
で

入
札
者
は
，
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
に
係
る
課
税
事
業
者
で
あ
る
か
免
税
事
業
者
で
あ
る
か
を

，
。

問
わ
ず
見
積
も
っ
た
契
約
金
額
の
1
0
8
分
の
1
0
0
に
相
当
す
る
金
額
を
入
札
書
に
記
載
す
る
こ
と

２
競
争
入
札
参
加
資
格

次
の
要
件
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
者
と
す
る
。

(
1
)
平
成
2
9
年
度
に
県
が
発
注
す
る
物
品
の
調
達
契
約
で
あ
っ
て
地
方
公
共
団
体
の
物
品
等
又
は
特

定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
政
令
（
平
成
７
年
政
令
第
3
7
2
号
）
の
規
定
が
適
用
さ
れ

る
契
約
に
係
る
競
争
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格
（
平
成
2
9
年
岡
山
県
告
示
第
5
8
号
（
物

品
の
売
買
，
修
理
等
の
調
達
契
約
に
係
る
競
争
入
札
の
参
加
資
格
，
資
格
審
査
の
申
請
手
続
等
。

以
下
「
資
格
告
示
」
と
い
う
）
に
定
め
る
資
格
を
い
う
）
を
得
て
い
る
者
で
，
格
付
区
分
が

。
。

Ａ
で
あ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。
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(
2
)
地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
2
2
年
政
令
第
1
6
号
）
第
1
6
7
条
の
４
第
２
項
の
規
定
に
該
当
し
な

い
者
で
あ
る
こ
と
。

(
3
)
こ
の
公
告
の
日
か
ら
落
札
者
が
決
定
す
る
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
，
物
品
の
売
買
，
修
理
等
の

契
約
に
係
る
一
般
競
争
入
札
（
条
件
付
）
参
加
資
格
者
の
資
格
審
査
要
領
（
平
成
1
9
年
岡
山
県
告

示
第
3
0
6
号
）
の
規
定
に
よ
る
入
札
参
加
の
停
止
の
措
置
を
受
け
て
い
る
者
で
な
い
こ
と
。

(
4
)
こ
の
公
告
の
日
か
ら
落
札
者
が
決
定
す
る
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
，
物
品
の
売
買
，
修
理
等
の

契
約
に
係
る
一
般
競
争
入
札
（
条
件
付
）
参
加
除
外
等
要
領
に
基
づ
く
入
札
参
加
除
外
の
措
置
を

受
け
て
い
る
者
で
な
い
こ
と
。

(
5
)
民
事
再
生
法
（
平
成
1
1
年
法
律
第
2
2
5
号
）
に
基
づ
く
再
生
手
続
開
始
の
申
立
て
が
な
さ
れ
て

い
る
者
又
は
会
社
更
生
法
（
平
成
1
4
年
法
律
第
1
5
4
号
）
に
基
づ
く
更
生
手
続
開
始
の
申
立
て
が

な
さ
れ
て
い
る
者
（
再
生
手
続
開
始
の
決
定
又
は
更
生
手
続
開
始
の
決
定
を
受
け
て
い
る
者
を
除

く
）
で
な
い
こ
と
。

。

(
6
)
納
入
す
る
機
器
に
つ
い
て
，
岡
山
県
警
察
本
部
警
務
部
情
報
管
理
課
長
の
確
認
を
受
け
た
者
で

あ
る
こ
と
。

３
競
争
入
札
参
加
資
格
の
申
請
手
続

こ
の
一
般
競
争
入
札
へ
の
参
加
を
希
望
す
る
者
で
，
２
(
1
)
の
資
格
を
得
て
い
な
い
も
の
は
，
資

格
告
示
に
基
づ
き
申
請
手
続
を
行
う
こ
と
。

(
1
)
申
請
書
の
入
手
先
，
提
出
先
及
び
問
い
合
わ
せ
先

〒
7
0
0
－
8
5
7
0
岡
山
市
北
区
内
山
下
二
丁
目
４
番
６
号

岡
山
県
出
納
局
用
度
課
管
理
班

電
話
（
0
8
6
）
2
2
6
－
7
5
3
8

(
2
)
申
請
書
の
提
出
期
限

平
成
2
9
年
1
2
月
1
8
日
（
月
）
午
後
４
時

４
入
札
書
の
提
出
場
所
等

(
1
)
入
札
書
の
提
出
場
所
，
契
約
条
項
を
示
す
場
所
，
入
札
説
明
書
等
の
交
付
場
所
及
び
問
い
合
わ

せ
先〒
7
0
0
－
8
5
1
2
岡
山
市
北
区
内
山
下
二
丁
目
４
番
６
号

岡
山
県
警
察
本
部
警
務
部
会
計
課
契
約
担
当

電
話
（
0
8
6
）
2
3
4
－
0
1
1
0
内
線
2
2
1
6

(
2
)
入
札
説
明
書
等
の
交
付
期
間
及
び
交
付
方
法
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ア
交
付
期
間

平
成
2
9
年
1
1
月
1
7
日
（
金
）
か
ら
同
年
1
2
月
1
8
日
（
月
）
ま
で
（
岡
山
県
の
休
日
を
定
め
る

条
例
（
平
成
元
年
岡
山
県
条
例
第
２
号
）
第
１
条
第
１
項
に
規
定
す
る
県
の
休
日
を
除
く
）
。

イ
交
付
方
法

(
1
)
の
場
所
に
て
交
付
す
る
。

ま
た
，
郵
送
に
よ
る
交
付
を
希
望
す
る
場
合
は
，
交
付
に
必
要
な
期
間
を
十
分
に
考
慮
し
，

，
。

，
返
信
用
封
筒
及
び
返
信
に
必
要
な
切
手
等
を
同
封
し

(
1
)
の
場
所
に
請
求
す
る
こ
と

な
お

交
付
す
る
入
札
説
明
書
等
は
，
縦
2
9
7
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
，
横
2
1
0
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
，
重
さ
1
5
0
グ

ラ
ム
で
あ
る
の
で
，
注
意
す
る
こ
と
。

(
3
)
入
札
書
の
受
領
期
限

平
成
2
9
年
1
2
月
2
6
日
（
火
）
午
後
４
時

(
4
)
開
札
の
日
時
及
び
場
所

平
成
2
9
年
1
2
月
2
7
日
（
水
）
午
前
1
1
時

岡
山
市
北
区
内
山
下
二
丁
目
４
番
６
号

岡
山
県
警
察
本
部
警
務
部
会
計
課
分
室
（
岡
山
県
庁
地
下
１
階
）

５
そ
の
他

(
1
)
入
札
及
び
契
約
手
続
に
お
い
て
使
用
す
る
言
語
及
び
通
貨

日
本
語
及
び
日
本
国
通
貨

(
2
)
入
札
保
証
金

（
）

。
岡
山
県
財
務
規
則
昭
和
6
1
年
岡
山
県
規
則
第
８
号
第
1
3
1
条
及
び
第
1
3
3
条
の
規
定
に
よ
る

(
3
)
契
約
保
証
金

岡
山
県
財
務
規
則
第
1
5
3
条
及
び
第
1
5
5
条
の
規
定
に
よ
る
。

(
4
)
入
札
者
に
要
求
さ
れ
る
事
項

こ
の
一
般
競
争
入
札
に
参
加
を
希
望
す
る
者
は
，
入
札
書
を
受
領
期
限
ま
で
に
提
出
す
る
と
と

も
に
，
入
札
説
明
書
に
示
す
書
類
を
作
成
し
，
平
成
2
9
年
1
2
月
1
8
日
（
月
）
午
後
４
時
ま
で
に
，

入
札
説
明
書
で
示
す
場
所
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
，
入
札
参
加
希
望
者
は
，
契
約
担
当
者
か
ら
提
出
し
た
書
類
等
に
関
し
説
明
を
求
め
ら
れ

た
場
合
に
は
，
そ
れ
に
応
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(
5
)
入
札
の
無
効

こ
の
公
告
に
示
し
た
競
争
入
札
参
加
資
格
の
な
い
者
の
し
た
入
札
，
入
札
者
に
求
め
ら
れ
る
義
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務
を
履
行
し
な
か
っ
た
者
の
し
た
入
札
そ
の
他
岡
山
県
財
務
規
則
第
1
4
0
条
各
号
に
掲
げ
る
入
札

に
係
る
入
札
書
は
，
無
効
と
す
る
。

(
6
)
契
約
書
作
成
の
要
否

要

(
7
)
落
札
者
の
決
定
方
法

岡
山
県
財
務
規
則
第
1
3
7
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
決
定
さ
れ
た
予
定
価
格
の
制
限
の
範
囲
内

で
最
低
の
価
格
を
も
っ
て
有
効
な
入
札
を
行
っ
た
者
を
落
札
者
と
す
る
。

(
8
)
そ
の
他

詳
細
は
，
入
札
説
明
書
に
よ
る
。

６
S
u
m
m
a
r
y

(
1
)
N
a
m
e
a
n
d
q
u
a
n
t
i
t
y
o
f
t
h
e
p
r
o
d
u
c
t
s
t
o
b
e
l
e
a
s
e
d
:

S
m
a
r
t
w
a
t
c
h
k
e
y
f
o
r
P
o
l
i
c
e
I
n
t
e
g
r
a
t
e
d
i
n
f
o
r
m
a
t
i
o
n
T
o
o
l
（
1
,
8
0
0
c
o
u
n
t
s
）

(
2
)
L
e
a
s
e
p
e
r
i
o
d
:

F
r
o
m
１
M
a
r
c
h
,
2
0
1
8
t
h
r
o
u
g
h
2
8
F
e
b
r
u
a
r
y
,
2
0
2
3

(
3
)
D
e
l
i
v
e
r
y
p
l
a
c
e
:

S
p
e
c
i
f
i
e
d
i
n
t
h
e
b
i
d
e
x
p
l
a
n
a
t
i
o
n
f
o
r
m

(
4
)
T
i
m
e
l
i
m
i
t
f
o
r
t
e
n
d
e
r
:

４
:
0
0
P
.
M
.
2
6
D
e
c
e
m
b
e
r
,
2
0
1
7

(
5
)
C
o
n
t
a
c
t
p
o
i
n
t
f
o
r
t
h
e
n
o
t
i
c
e
:

F
i
n
a
n
c
e
S
e
c
t
i
o
n
,
O
k
a
y
a
m
a
P
r
e
f
e
c
t
u
r
a
l
P
o
l
i
c
e
H
e
a
d
q
u
a
r
t
e
r
s

２
－
４
－
６
U
c
h
i
s
a
n
g
e
,
K
i
t
a
－
k
u
,
O
k
a
y
a
m
a
－
s
h
i
,
O
k
a
y
a
m
a
－
k
e
n
,
7
0
0
－
8
5
1
2
,

J
a
p
a
n

T
E
L
0
8
6
－
2
3
4
－
0
1
1
0
,
E
x
t
.
2
2
1
6
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◎
岡
山
県
教
育
委
員
会
告
示
第
三
号

岡
山
県
文
化
財
保
護
条
例
（
昭
和
五
十
年
岡
山
県
条
例
第
六
十
四
号
）
第
十
九
条
第
七
項
の
規
定
に

よ
り
、
岡
山
県
指
定
重
要
無
形
文
化
財
の
保
持
者
の
認
定
を
次
の
と
お
り
解
除
し
た
。

平
成
二
十
九
年
十
一
年
月
十
七
日

岡

山

県

教

育

委

員

会

一

指

定

番

号

無
第
二
九
号

二

認

定

年

月

日

昭
和
五
十
五
年
四
月
八
日

三

種

別

重
要
無
形
文
化
財

四

名

称

備
前
焼
製
作
技
術

五

保
持
者
の
住
所
、
氏
名
及
び
生
年
月
日

備
前
市
伊
部

各
見

政
美
（
雅
号

各
見

壽
峰
）

大
正
十
年
三
月
二
十
八
日
生

六

解
除
年
月
日
及
び
理
由

平
成
二
十
九
年
八
月
三
十
一
日

保
持
者
死
亡
の
た
め
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◎
岡
山
県
公
安
委
員
会
告
示
第
百
九
十
一
号

（

）

、

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法

昭
和
三
十
三
年
法
律
第
六
号

第
五
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

次
の
と
お
り
猟
銃
等
講
習
会
を
開
催
す
る
。

平
成
二
十
九
年
十
一
月
十
七
日

岡

山

県

公

安

委

員

会

一

講
習
の
日
時
及
び
場
所

講

習

課

程

開

催

年

月

日

開
催
時
刻

開

催

場

所

初
心
者
講
習

平
成
三
十
年

岡
山
市
北
区
御
津
中
山
四
四
四

三

午
前
十
時

－

課
程

一
月
十
七
日

岡
山
県
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー

平
成
三
十
年

倉
敷
市
有
城
一
二
六
五

午
前
十
時

三
月
七
日

く
ら
し
き
山
陽
ハ
イ
ツ

経
験
者
（
更

平
成
三
十
年

津
山
市
林
田
七
七

午
後
一
時

新
）
講
習
課

一
月
十
日

津
山
警
察
署

程

平
成
三
十
年

岡
山
市
北
区
御
津
中
山
四
四
四

三

午
後
一
時

－

一
月
二
十
四
日

岡
山
県
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー

平
成
三
十
年

倉
敷
市
大
島
四
五
一

一

午
後
一
時

－

二
月
三
日

倉
敷
警
察
署

平
成
三
十
年

高
梁
市
段
町
一
〇
一
七

一

午
後
一
時

－

二
月
十
五
日

高
梁
警
察
署

平
成
三
十
年

岡
山
市
北
区
御
津
中
山
四
四
四

三

午
後
一
時

－

二
月
二
十
一
日

岡
山
県
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー

平
成
三
十
年

倉
敷
市
有
城
一
二
六
五

午
後
一
時

三
月
一
日

く
ら
し
き
山
陽
ハ
イ
ツ

平
成
三
十
年

津
山
市
林
田
七
七

午
後
一
時

三
月
十
四
日

津
山
警
察
署

二

受
講
手
続

１

提
出
書
類

所
定
の
様
式
に
よ
る
受
講
申
込
書

一
通

(1)

写
真

一
枚
（
縦
の
長
さ
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
の
長
さ
二
・
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
提

(2)
出
前
六
箇
月
以
内
に
撮
影
し
た
無
帽
、
正
面
、
上
三
分
身
、
無
背
景
の
も
の
で
、
そ
の
裏
面
に

平成２９年１１月１７日　岡山県公報　第１１９４１号



氏
名
及
び
撮
影
年
月
日
を
記
入
し
た
も
の
）

２

提
出
先

住
所
地
を
管
轄
す
る
警
察
署

３

提
出
期
限

受
講
し
よ
う
と
す
る
講
習
会
の
開
催
日
の
七
日
前
（
そ
の
日
が
岡
山
県
の
休
日
を
定
め
る
条
例

（
平
成
元
年
岡
山
県
条
例
第
二
号
）
第
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
県
の
休
日
で
あ
る
場
合
は
、
当

該
休
日
の
直
後
に
お
け
る
県
の
休
日
で
な
い
日
）

三

受
講
手
数
料

初
心
者
講
習
課
程

六
千
八
百
円

経
験
者
（
更
新
）
講
習
課
程

三
千
円

（
注
）

受
講
申
込
み
の
際
、
岡
山
県
収
入
証
紙
に
よ
り
納
付
す
る
こ
と
。

な
お
、
受
講
手
数
料
は
、
納
付
後
は
還
付
し
な
い
。

四

そ
の
他

１

代
理
受
講
は
、
認
め
な
い
。

２

講
習
修
了
証
明
書
は
、
講
習
会
の
当
日
に
交
付
す
る
こ
と
と
す
る
。
た
だ
し
、
受
講
者
が
多
数

で
あ
る
こ
と
又
は
他
の
理
由
に
よ
り
当
日
交
付
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、
後
日
交
付
す
る

こ
と
と
す
る
。
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◎
岡
山
県
公
安
委
員
会
告
示
第
百
九
十
二
号

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
六
号
）
第
九
条
の
十
四
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
、
次
の
と
お
り
年
少
射
撃
資
格
講
習
会
を
開
催
す
る
。

平
成
二
十
九
年
十
一
月
十
七
日

岡

山

県

公

安

委

員

会

一

開
催
の
日
時
及
び
場
所

日

時

場

所

平
成
三
十
年
一
月
二
十
九
日

岡
山

北

内
山
下
二

四

六

（
月
）

市

区

－
－

前
十

岡
山
県
警
察
本
部
会
計
課
分
室
（
県
庁
地
下
）

午

時

岡
山

北

御
津
中
山
四
四
四

三

平
成
三
十
年
二
月
二
十
七
日
（
火
）

市

区

－

前

岡
山
県
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー

午

十
時

平
成
三
十
年
三
月
二
十
七
日
（
火
）

午

十
時

前

二

受
講
手
続

１

提
出
書
類

所
定
の
様
式
に
よ
る
受
講
申
込
書

一
通

(1)

写
真

一
枚
（
縦
の
長
さ
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
の
長
さ
二
・
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
提

(2)
出
前
六
箇
月
以
内
に
撮
影
し
た
無
帽
、
正
面
、
上
三
分
身
、
無
背
景
の
も
の
で
、
そ
の
裏
面
に

氏
名
及
び
撮
影
年
月
日
を
記
入
し
た
も
の
）

２

提
出
先

住
所
地
を
管
轄
す
る
警
察
署

３

提
出
期
限

受
講
し
よ
う
と
す
る
講
習
会
の
開
催
日
の
七
日
前

三

受
講
手
数
料

九
千
七
百
円

平成２９年１１月１７日　岡山県公報　第１１９４１号



（
注
）

受
講
申
込
み
の
際
、
岡
山
県
収
入
証
紙
に
よ
り
納
付
す
る
こ
と
。

な
お
、
受
講
手
数
料
は
、
納
付
後
は
還
付
し
な
い
。

四

そ
の
他

１

代
理
受
講
は
、
認
め
な
い
。

２

講
習
修
了
証
明
書
は
、
講
習
会
の
当
日
に
交
付
す
る
こ
と
と
す
る
。
た
だ
し
、
受
講
者
が
多
数

で
あ
る
こ
と
又
は
他
の
理
由
に
よ
り
当
日
交
付
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、
後
日
交
付
す
る

こ
と
と
す
る
。
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